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�現在、わが社は⼤きな成⻑を続けています。しかし、近年の環境の変化は⼤きく、特に⼈⼝減少や少⼦⾼齢化
といった要因により、従来の経営⼿法の継続だけでは限界を感じるようになりました。
この限界によるひずみは従業員の定着率の低下に現れるだろうと⾒ております。
わが社の成⻑のためには、従業員の成⻑、定着率の向上が必須になります。

今以上の成⻑を⽬指すために、DXによる効率化を推進していきます。
そして、従業員の皆が個々に最適な仕事と⽣活のバランスをとれるようにして⻑期就業をしてもらえる職場づく
りを進めていかないといけません。
従業員の満⾜度と会社の成⻑を両⽴していくには効率化の推進による⽣産性の向上が必須と考えられます。
その達成のためにDXを推進し、従業員の満⾜度の充実に伴ったさらなる会社の成⻑を⽬指していきます。

さらに、この動きを成功させてわが社のビジネスに関わる⼈たちへも拡⼤させていき、
皆様の⽣活を豊かにしていく。
そうして、地域・産業・社会の発展に貢献してきます。

DX推進経営ビジョン01

効率化の推進による⽣産性の向上

代表取締役社長
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DX推進の具体的な⽅策02

最新テクノロジーの
積極的活⽤

ペーパーレス化のための
システム利⽤

クラウドシステムの
活⽤

⽣産性向上のための
業務DX化



DX環境整備の具体的⽅策

最新テクノロジー
積極的活⽤
ウェブ会議のための機器の充実化、利⽤促進を⾏い、
ＷＥＢ会議システムを営業活動、社内会議、
社員教育等に活⽤していきます。
教育ツールとして閲覧可能なモニターを導⼊し、
動画を作成、活⽤していきます。
AI、AR・VR等の最新テクノロジーを積極的に導⼊、
検証を⾏うことで業界のDX化の旗振り役となります。
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DX環境整備の具体的⽅策

ペーパーレス化
システム利⽤
紙ベースの業務の⾒直し、
システム導⼊の検討や業務の⾒直しを⾏い、
デジタル化を推進、
ミスなく正確な業務遂⾏を⾏う仕組みを構築します。
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DX環境整備の具体的⽅策

⽣産性向上
業務DX化
既に導⼊済の基幹システムの利⽤促進、教育を強化し、
必要に応じて機能追加・改修などを⾏い、
基幹業務の最適化を⾏います。
受注量から最適な作業計画を⾃動⽣成し、
効率的な⼈員配置を算出するシステムの導⼊を検討します。
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DX環境整備の具体的⽅策

クラウドシステム活⽤
Googleを全社で積極的に使⽤し、
従業員間・部署間での連携を促進とします。
Googleワークスペースを利⽤してのデータ連携、
Googleカレンダー機能を⽤いた全社員のスケジュール⾒える化
など積極的な活⽤を進めます。
ローカル作業、マクロ等のクラウド化を⾏うことで
データ共有や業務連携が円滑なDX�基盤を整備、
将来のシステム拡張性も確保します。
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DX推進の総括責任者

代表取締役社長

外部専門家

�推進の権限不⾜をなくすため、代表取締役社⻑がDX推進の統
括責任者となり、
各実施事業部⾨の部⻑を実務責任者とします。
�DX推進事項の実務については、各部⾨の実務担当者が主体的
に実施します。また、社内のIT知識を有する⼈材と外部のIT
専⾨家の協⼒を得ながら、実施を進め、実務担当者のITリテ
ラシーの強化とスキルアップを図ります。
�新規システム導⼊時の検討や教育については、実施事項に⻑
けた外部機関を積極的に活⽤します。
優秀なデジタル⼈材についても採⽤を強化し、社内外、部⾨
問わずに全社的な取組みを⾏うことで効果的な業務体制を確
⽴していきます。

DX推進の組織体制03

実務責任者

各部長
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業務プロセスのDX化、
クラウドシステム化、

ペーパーレス化などDXのための
トライアル数（件数）

従業員の離職率減少
※就労１年未満の退職を除く 

 �※定年退職を除く

離職率（%）トライアル数(件数)

DX推進の達成状況をはかる指標(KPI)04

会社がより発展し、従業員の満⾜度向上のためにDXを推進、以下の項⽬を指標とします。


